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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国経済の失速や英国のＥＵ離脱決定の影響を受

け、急速に円高が進行するなど、先行きは依然として不透明感はあるものの、政府による積極的な各種

経済対策により、景気は緩やかな回復基調を持続しております。 

当社グループが属するＩＴ業界は、ＥＣ市場及びインターネット広告市場の拡大を背景としたネット

通販サイトの構築需要やインターネット広告需要が拡大しております。また、クラウドサービス市場の

拡大を背景としたクラウドサービス需要が拡大するなど、企業のＩＴ投資は順調に推移いたしました。 

このような状況の中で、当社グループはＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用したＥ

Ｃソリューション事業の業績拡大に注力したことに加え、当社独自のサービスである「ＳＣクラウド」

の拡大に注力してまいりました。 

これらの結果、売上高は65億69百万円（前年同期比13.2％増）、営業利益は７億72百万円（同24.7％増）、

経常利益は８億17百万円（同15.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億33百万円（同0.9％

増）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する説明 

（資産の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は108億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ72百万円の

増加となりました。これは、主に未成業務支出金が60百万円増加したこと等によるものであります。 

（負債の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は34億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ51百万円の

減少となりました。これは、主に未払法人税等が98百万円、賞与引当金が52百万円、退職給付に係る負

債が47百万円増加したものの、買掛金が２億63百万円減少したこと等によるものであります。 

（純資産の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は74億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億23百

万円の増加となりました。これは、主にその他有価証券評価差額金が１億70百万円減少したものの、利

益剰余金が３億23百万円増加したこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の業績は、計画どおりに推移しており、平成28年５月９日に発表した業績予想から変

更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

     該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   会計方針の変更 

   （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日

以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

これによる損益に与える影響は、軽微であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

   該当事項はありません。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】  

     前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 2,796,316 1,175,410 1,831,732 5,803,459 ― 5,803,459 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
4,799 20,060 72,925 97,784 △97,784 ― 

計 2,801,115 1,195,471 1,904,657 5,901,243 △97,784 5,803,459 

セグメント利益 697,351 292,289 25,380 1,015,021 △307,487 707,534 

（注） １ セグメント利益の調整額△307,487千円は、セグメント間取引45,818千円、その他調整額△30,848千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△322,456千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 3,022,085 1,594,565 1,952,883 6,569,533 ― 6,569,533 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1,746 40,108 87,881 129,736 △129,736 ― 

計 3,023,832 1,634,673 2,040,764 6,699,270 △129,736 6,569,533 

セグメント利益 643,830 465,539 22,953 1,132,323 △315,308 817,014 

（注） １ セグメント利益の調整額△315,308千円は、セグメント間取引60,230千円、その他調整額△57,374千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△318,164千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 
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